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3　　はじめに

は
じ
め
に

「
昭
和
二
二
年
か
二
三
年
に
自
分
た
ち
の
部
隊
の
こ
と
が
新
聞
に
載
っ
た
」
と
、
八
〇
歳
を
す
で
に
超
え

て
い
る
松し

ょ
う

花か

部ぶ

隊た
い

の
あ
る
元
隊
員
が
語
っ
た
。
記
事
の
見
出
し
は
「
北
満
蓮れ

ん

江じ
ゃ
ん

口こ
う

に
消
え
た
大
槻
中

隊
」、
自
分
が
所
属
し
た
中
隊
の
こ
と
だ
っ
た
と
い
う
。「
新
聞
一
ペ
ー
ジ
に
あ
る
程
度
の
ス
ペ
ー
ス
が
割

か
れ
て
い
た
と
思
う
」「
毎
日
新
聞
し
か
と
っ
て
い
な
い
か
ら
、
毎
日
新
聞
だ
」

―
こ
こ
ま
で
の
記
憶

は
あ
る
の
だ
が
、
何
年
何
月
何
日
の
新
聞
だ
っ
た
か
ま
で
は
思
い
出
せ
な
い
。

元
隊
員
が
引
揚
げ
帰
郷
し
た
と
い
う
昭
和
二
一
年
八
月
一
四
日
か
ら
、
記
憶
違
い
が
あ
る
か
も
し
れ
な

い
の
で
念
の
た
め
に
、
そ
の
後
一
、
二
年
間
の
毎
日
新
聞
を
繰
っ
て
い
く
。
当
時
の
毎
日
新
聞
は
一
日
二

な
い
し
四
ペ
ー
ジ
の
分
量
で
は
あ
る
が
、
目
当
て
の
記
事
を
探
し
な
が
ら
す
べ
て
に
目
を
通
す
に
は
数
日

か
か
る
。
記
事
は
「
雪
の
消
え
た
頃
の
新
聞
に
掲
載
」
と
、
そ
の
老
人
は
言
う
。
雪
深
い
新
潟
県
中な

か

魚う
お

沼ぬ
ま

郡ぐ
ん

津つ

南な
ん

町ま
ち

に
住
む
そ
の
老
人
が
言
う
「
雪
の
消
え
た
頃
」
と
は
、
五
月
中
旬
以
降
を
指
し
て
い
る
。
五
月

の
新
聞
を
丁
寧
に
見
て
い
く
が
、
残
念
な
が
ら
そ
の
特
集
記
事
は
発
見
で
き
な
か
っ
た
。
代
わ
り
に
昭
和

二
二
年
六
月
二
三
日
付
新
聞
に
次
の
記
事
を
見
つ
け
た
。

［
松
花
部
隊
］
大
槻
中
隊
は
昭
和
二
〇
年
八
月
一
四
日
、
蓮
江
口
で
全
滅
。
第
三
、
第
四
大
隊
は
ハ
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バ
ロ
フ
ス
ク
地
区
、
第
一
、
第
二
大
隊
は
ク
ラ
ス
ノ
ヤ
ル
ス
ク
、
ウ
ズ
ベ
リ
地
区
収
容
の
模
様
。

毎
日
新
聞
が
戦
後
初
め
て
「
旧
陸
軍
北
方
部
隊
の
消
息
」
と
題
し
て
、
多
く
の
部
隊
の
戦
後
動
向
を
ま

と
め
て
掲
載
し
た
。
老
人
の
記
憶
が
「
新
聞
一
ペ
ー
ジ
に
あ
る
程
度
の
ス
ペ
ー
ス
が
割
か
れ
て
い
た
」
と

あ
っ
た
よ
う
に
、
こ
の
北
方
部
隊
消
息
は
新
聞
一
ペ
ー
ジ
の
全
段
が
使
わ
れ
て
い
る
。
松
花
部
隊
に
関
す

る
こ
の
記
事
は
一
覧
の
末
尾
に
「
そ
の
他
の
部
隊
」
と
し
て
記
さ
れ
て
い
た
数
行
で
あ
る
。
こ
の
数
行
の

中
に
「
蓮
江
口
で
全
滅
」
と
い
う
文
言
を
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
が
老
人
の
記
憶
に
あ
る
記
事
か

も
知
れ
な
い
が
、
本
当
の
と
こ
ろ
は
解
明
で
き
な
か
っ
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
の
記
事
が
発
見
で
き
た
こ

と
に
よ
り
、
戦
後
長
ら
く
“
ま
ぼ
ろ
し
”
と
伝
え
ら
れ
て
き
て
い
た
「
松
花
部
隊
」
と
い
う
部
隊
名
が
、

戦
後
の
早
い
時
期
か
ら
軍
記
録
と
し
て
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

ほ
か
の
軍
記
録
を
い
ろ
い
ろ
物
色
し
て
み
る
。
昭
和
二
六
、
二
七
年
頃
、
当
時
の
外
務
省
ア
ジ
ア
局
第

五
課
あ
る
い
は
引
揚
調
査
課
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
「
満
洲
省
別
概
況
」
な
る
文
書
が
あ
る
。
何
回
に
も

分
け
て
各
県
に
送
付
さ
れ
た
ら
し
い
。
新
潟
県
庁
福
祉
保
健
部
福
祉
保
健
課
援
護
恩
給
室
の
書
庫
に
そ
の

す
べ
て
が
保
管
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
の
「
三
江
省
概
況
」
に
次
の
文
章
を
見
出
す
。

佳
木
斯
を
中
心
と
す
る
三
江
省
民
の
本
格
的
引
揚
は
八
月
一
二
日
か
ら
で
、
一
〇
日
に
は
い
ま
だ

引
揚
方
針
が
決
定
せ
ず
、
僅
か
に
千
振
疎
開
（
四
千
名
を
予
定
）
を
軍
及
び
省
命
令
で
実
施
し
た
だ
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け
で
あ
っ
た
。
斯
く
の
如
く
寸
刻
を
争
う
非
常
事
態
に
お
い
て
、
引
揚
の
進
捗
を
妨
げ
た
の
は
、
軍

の
無
方
針
と
日
系
上
層
官
吏
の
軋
轢
対
立
で
あ
っ
た
。
手
島
朋
義
省
次
長
は
師
団
司
令
部
に
加
担
し
、

渡
辺
三
郎
副
市
長
は
特
務
機
関
に
組
し
た
。
し
か
し
、
軍
司
令
官
、
機
関
長
河
西
太
郎
中
佐
は
共
に

一
一
日
に
は
依
蘭
に
後
退
し
、
後
事
は
藤
原
景
大
尉
に
託
さ
れ
た
。

こ
の
文
章
中
に
「
松
花
部
隊
」
と
い
う
名
称
は
出
て
こ
な
い
が
、
佳ジ

ャ
ム
ス

木
斯
の
後
事
を
託
さ
れ
た
の
が
藤

原
景
大
尉
で
あ
っ
た
と
す
る
。
こ
の
藤
原
景
大
尉
こ
そ
が
“
幻
の
松
花
部
隊
”
の
部
隊
長
で
あ
る
。
文
章

か
ら
は
、
軍
司
令
部
、
特
務
機
関
な
ど
が
依い

蘭ら
ん

に
転
進
し
た
後
、
佳
木
斯
市
内
の
も
ろ
も
ろ
の
「
後
事
を

託
さ
れ
た
」
の
が
藤
原
大
尉
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
で
は
「
後
事
」
と
は
何
か
、「
藤
原
大
尉
一
人

に
」
と
い
う
こ
と
な
の
か
、
具
体
的
な
こ
と
は
こ
の
記
録
か
ら
は
何
も
分
か
ら
な
い
。

一
九
八
九
（
平
成
元
）
年
九
月
二
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
が
「
忘
れ
ら
れ
た
女
た
ち
―
中
国
残
留
婦

人
の
昭
和
」
を
放
映
し
た
。
長
野
県
送
出
の
第
八
次
大タ

ー
パ
ラ
ン

八
浪
泰や

す

阜お
か

村む
ら

開
拓
団
の
入
植
家
族
で
、
団
の
看

護
婦
で
あ
っ
た
中
島
多
鶴
（
終
戦
時
二
〇
歳
）
を
伴
っ
て
残
留
婦
人
を
訪
れ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で
あ
る
。

そ
し
て
番
組
の
中
で
は
、
泰
阜
村
開
拓
団
史
『
満
州
泰
阜
分
村
』（
一
九
七
九
年
）
に
採
録
さ
れ
て
い
る
中

島
多
鶴
手
記
の
「
八
月
一
二
日
、
関
東
軍
の
歩
兵
部
隊
二
〇
〇
人
と
合
流
」
と
い
う
記
述
、
な
ら
び
に
そ

の
後
の
日
本
兵
と
の
行
動
に
関
し
て
、「
な
ぜ
終
戦
後
の
こ
の
時
期
に
関
東
軍
の
部
隊
が
こ
の
あ
た
り
に

い
た
の
か
、
今
と
な
っ
て
は
不
明
で
あ
る
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。
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「
関
東
軍
の
歩
兵
部
隊
」
と
の
遭
遇
は
開
拓
団
避
難
民
に
大
き
な
安
心
感
を
与
え
、
ま
た
、
困
難
な
山
中

の
逃
避
行
や
渡
河
な
ど
で
ず
い
ぶ
ん
と
助
け
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
編
成

時
点
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
取
材
班
は
そ
の
歩
兵
部
隊
の
こ
と
を
解
明
で
き
て
い
ず
、“
ま
ぼ
ろ
し
”
の
存
在
と
し
て

松
花
部
隊
（
＝
関
東
軍
の
歩
兵
部
隊
）
の
こ
と
を
語
っ
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
「
松
花
部
隊
」
と
い
う
名
称
は

番
組
に
も
番
組
を
書
籍
化
し
た
同
名
書
に
も
出
て
き
て
い
な
い
。

二
〇
一
〇
（
平
成
二
二
）
年
八
月
二
〇
日
、
テ
レ
ビ
朝
日
は
ス
ー
パ
ー
モ
ー
ニ
ン
グ
の
時
空
ス
ペ
シ
ャ

ル
は
、「
戦
地
で
散
っ
た
幼
き
命
―
松
花
部
隊
」
と
題
す
る
一
時
間
番
組
を
放
映
し
た
。
番
組
は
藤
原
景

大
尉
が
残
し
た
手
書
き
手
記
原
本
、
現
在
は
二
男
の
重
雄
氏
が
所
蔵
す
る
松
花
部
隊
長
の
手
記
の
紹
介
と

そ
の
内
容
を
追
っ
た
。
そ
し
て
本
書
に
も
登
場
願
っ
た
元
松
花
部
隊
員
で
あ
る
田
邊
良
三
・
高
野
久
男
両

氏
か
ら
は
具
体
的
場
面
で
の
証
言
が
加
え
ら
れ
た
。
各
場
面
を
説
明
す
る
に
田
邊
良
三
作
の
色
鉛
筆
画
が

有
効
に
使
用
さ
れ
た
。

田
邊
良
三
・
高
野
久
男
両
氏
は
、
テ
レ
ビ
朝
日
の
番
組
か
ら
ち
ょ
う
ど
二
年
前
、
二
〇
〇
八
（
平
成
二

〇
）
年
八
月
三
〇
日
、
旧
満
州
を
調
査
記
録
す
る
会
が
東
京
都
調
布
市
の
共
催
を
受
け
て
開
催
し
た
「
満

州
の
終
焉
史
と
松
花
部
隊
の
活
躍
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
二
人
を
招
い
て
以
来
、
筆
者
は
個
人
的
に
何
回

と
な
く
資
料
提
供
や
体
験
談
を
お
聞
か
せ
願
っ
て
き
て
い
た
方
々
で
あ
る
。
テ
レ
ビ
番
組
で
の
両
氏
の
証

言
は
本
書
内
容
と
同
じ
だ
が
、
番
組
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
解
説
の
最
後
の
一
言
が
気
に
な
っ
た
。「
松
花
部
隊

記
録
は
現
在
厚
生
労
働
省
に
残
る
軍
略
歴
の
み
で
す
」
と
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
は
す
で
に
本
書
執
筆
も
中
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盤
を
過
ぎ
て
い
た
。
番
組
終
了
後
、
私
は
手
元
の
入
手
資
料
を
改
め
て
眺
め
た
。
そ
れ
が
ま
だ
世
に
出
て

い
な
い
埋
も
れ
た
貴
重
な
松
花
部
隊
資
料
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
た
。
本
書
で
は
“
ま
ぼ
ろ
し
”
と
さ
れ

て
き
て
い
る
松
花
部
隊
に
関
す
る
そ
れ
ら
の
資
料
の
す
べ
て
を
収
録
し
、
こ
こ
に
公
開
し
た
い
。

新
聞
記
事
を
覚
え
て
い
た
元
青
年
義
勇
隊
員
は
、
松
花
部
隊
大
槻
中
隊
の
元
隊
員
で
あ
っ
た
。
一
九
四

五
（
昭
和
二
〇
）
年
八
月
一
四
日
、
佳
木
斯
の
松

し
ょ
う

花か

江こ
う

対
岸
の
町
で
あ
る
蓮
江
口
に
お
い
て
ソ
連
軍
と

の
交
戦
を
体
験
し
て
い
た
。
毎
日
新
聞
の
記
事
は
そ
の
大
槻
中
隊
が
「
全
滅
」
と
伝
え
て
い
る
が
、
そ
の

元
所
属
部
隊
員
に
筆
者
は
会
っ
て
い
る
。
そ
し
て
後
日
、
ほ
か
に
も
数
人
の
松
花
部
隊
大
槻
中
隊
の
元
隊

員
と
会
う
こ
と
に
な
る
。「
全
滅
し
た
」
と
さ
れ
る
部
隊
の
生
き
残
り
隊
員
が
何
人
も
い
た
の
で
あ
る
。

松
花
部
隊
の
存
在
を
確
認
で
き
た
が
、「
全
滅
」
と
い
わ
れ
る
大
槻
中
隊
の
元
隊
員
と
話
し
て
い
る
こ

と
は
奇
妙
だ
。
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
昭
和
二
二
年
の
六
月
時
点
で
は
ま
だ
、
旧
満
州
に
あ
っ
た
関
東
軍
各

部
隊
の
消
息
が
完
全
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
の
後
も
、

「
松
花
部
隊
」
と
い
う
部
隊
名
を
満
州
開
拓
団
関
係
の
文
献
や
手
記
に
見
出
す
こ
と
は
ま
れ
で
あ
る
。
ど

ん
な
部
隊
で
あ
っ
た
の
か
は
不
詳
で
あ
る
。
松
花
部
隊
の
実
態
こ
そ
が
“
ま
ぼ
ろ
し
”
と
言
え
る
。

松
花
部
隊
は
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
八
月
一
〇
日
、
旧
三さ

ん

江こ
う

省
の
省
都
・
佳
木
斯
に
お
い
て
特
務

機
関
下
に
編
成
さ
れ
た
。
八
月
末
か
ら
九
月
初
め
に
か
け
て
武
装
解
除
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
実
働
一
月
に



8

満
た
な
い
に
わ
か
編
成
の
部
隊
で
あ
る
。
部
隊
員
は
約
三
〇
〇
〇
名
、
九
月
末
か
ら
一
〇
月
初
め
に
は
す

べ
て
シ
ベ
リ
ア
に
抑
留
さ
れ
た
。

こ
の
短
命
部
隊
で
あ
る
松
花
部
隊
の
詳
細
は
戦
後
世
に
知
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
本
書

は
軍
関
係
記
録
や
関
係
者
手
記
の
発
掘
、
元
隊
員
生
存
者
な
ら
び
に
松
花
部
隊
に
遭
遇
し
行
動
を
共
に
し

た
元
開
拓
団
員
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
た
ち
は
「
松
花
部
隊
」
と
い
う
名
称
を
ほ
と
ん
ど
聞
い
て
い
な
か
っ
た

の
だ
が
、
そ
れ
ら
関
係
者
か
ら
の
聞
き
取
り
な
ど
に
よ
っ
て
そ
の
実
態
、
つ
ま
り
部
隊
の
編
成
と
活
躍
、

敗
走
、
一
般
邦
人
や
開
拓
団
避
難
民
と
の
関
係
、
武
装
解
除
か
ら
シ
ベ
リ
ア
抑
留
ま
で
の
全
貌
を
明
ら
か

に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

松
花
部
隊
に
は
佳
木
斯
在
住
邦
人
や
近
隣
開
拓
団
か
ら
の
応
召
者
が
組
み
込
ま
れ
た
。
そ
の
中
に
追お

い

分わ
け

に
あ
っ
た
新
潟
県
送
出
第
五
次
豊ほ

う

穣じ
ょ
う

義
勇
隊
開
拓
団
員
が
い
た
。
彼
ら
は
一
九
四
二
（
昭
和
一
七
）
年

六
月
末
に
渡
満
し
、
昭
和
二
〇
年
初
め
か
ら
六
月
ま
で
に
現
地
訓
練
所
で
あ
っ
た
追
分
訓
練
所
か
ら
そ
の

近
接
地
で
義
勇
隊
開
拓
団
に
移
行
し
た
。
本
書
で
は
松
花
部
隊
の
全
貌
を
明
ら
か
に
す
る
に
、
そ
の
中
心

に
こ
の
豊
穣
義
勇
隊
開
拓
団
員
ら
の
青
年
た
ち
を
置
く
。
そ
の
意
味
で
本
書
は
、
一
七
歳
前
後
の
「
若
き

義
勇
隊
員
た
ち
の
満
州
」
の
物
語
で
も
あ
る
。

著
者
識
す
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一
章　

一
九
四
五
年
八
月
九
日
、
佳
木
斯
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１
満
州
国
旧
三
江
省
と
省
都
・
佳
木
斯

広
島
に
続
い
て
長
崎
に
も
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
八
月
九
日
を
境
と
し
て
、

当
時
満
州
に
居
住
し
て
い
た
日
本
人
は
苦
難
の
底
に
陥
れ
ら
れ
る
。
そ
の
苦
難
は
在
満
一
般
邦
人
、
軍

人
・
軍
属
、
満
州
開
拓
団
、
青
少
年
義
勇
軍
そ
れ
ぞ
れ
に
も
た
ら
さ
れ
た
が
、
と
り
わ
け
悲
惨
な
状
況
に

陥
れ
ら
れ
た
の
は
都
市
部
か
ら
遠
く
離
れ
た
、
あ
る
い
は
ソ
満
国
境
付
近
に
入
植
し
て
い
た
開
拓
団
員
・

家
族
で
あ
っ
た
。

旧
三さ

ん

江こ
う

省
は
東
西
三
〇
〇
キ
ロ
、
南
北
一
〇
〇
〜
二
〇
〇
キ
ロ
に
わ
た
る
広
大
な
地
域
で
、
北
面
と
東

面
を
旧
ソ
連
と
接
す
る
。
北
の
国
境
は
黒こ

く

龍り
ゅ
う

江こ
う

（
＝
ア
ム
ー
ル
河
）、
東
は
烏ウ

蘇ス

里リ
ー

（
＝
ウ
ス
リ
ー
河
）
が
両

国
を
隔
て
る
。
大
部
分
が
湿
地
帯
で
辺
境
部
の
人
口
は
少
な
く
、
交
通
網
が
不
良
の
と
こ
ろ
も
多
々
あ
っ

た
。
内
陸
部
東
部
は
南
北
に
完か

ん

達た
つ

嶺れ
い

山
脈
、
西
部
は
小し

ょ
う

興こ
う

安あ
ん

嶺れ
い

の
山
並
み
が
続
き
、
南
方
に
も
老ろ

う

爺や

嶺れ
い

が
続
く
。
三
江
省
全
体
は
こ
れ
ら
山
脈
と
河
川
に
囲
ま
れ
、
一
種
独
立
し
た
地
の
様
相
を
呈
し
て
い
た
。

こ
の
地
勢
は
「
三
江
省
を
し
て
軍
事
的
生
命
線
た
ら
し
め
る
と
と
も
に
満
州
国
の
穀
倉
地
帯
と
し
て
の
重

責
を
担
わ
し
た
」（「
満
洲
省
別
概
況
」）
と
い
う
。

佳ジ
ャ
ム
ス

木
斯
は
当
時
の
三
江
省
の
省
都
で
、
満
州
東
北
地
方
の
政
治
・
経
済
・
軍
事
の
中
枢
を
な
し
て
い
た
。

交
通
の
要
所
で
あ
り
、
ハ
ル
ビ
ン
か
ら
流
れ
下
っ
て
黒
龍
江
に
注
ぐ
松し

ょ
う

花か

江こ
う

（
＝
ス
ン
ガ
リ
ー
河
）
は
大



19　　第一章　1945 年 8 月 9 日、佳木斯

き
な
船
が
行
き
交
い
、
人
員
・
物
資
の
輸
送
拠
点

で
あ
っ
た
。
鉄
道
は
南
方
内
陸
へ
林り

ん

口こ
う

、
牡ぼ

丹た
ん

江こ
う

を
経
て
図と

們も
ん

に
至
る
図と

佳か

線
が
延
び
、
西
方
内
陸

へ
は
ま
っ
す
ぐ
綏す

い

化か

ま
で
の
綏す

い

佳か

線
が
走
る
。
佳

木
斯
市
街
地
か
ら
松
花
江
を
渡
っ
て
北
に
は
炭
鉱

の
町
・
興こ

う

山ざ
ん

（
＝
鶴つ
る

崗お
か

）
ま
で
の
軍
事
鉄
道
が
延

び
て
い
た
。
佳
木
斯
は
三
江
省
政
府
の
所
在
地
と

な
っ
て
以
来
大
き
く
膨
張
し
た
街
で
、
一
九
四
一

（
昭
和
一
六
）
年
当
時
の
人
口
は
六
万
人
、
そ
の

う
ち
約
六
〇
〇
〇
人
が
日
本
人
で
、
ロ
シ
ア
人
も

約
三
〇
〇
人
住
ん
で
い
た
。
終
戦
時
の
佳
木
斯
在

住
邦
人
の
数
は
約
二
万
人
と
い
わ
れ
る
。

一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
に
図
佳
線
が
開
通

し
た
の
を
契
機
に
未
開
の
宝
庫
・
東
満
州
の
開
発

を
目
指
す
満
州
国
は
、
満
州
人
・
朝
鮮
人
を
は
じ

め
日
本
人
開
拓
農
民
の
進
出
を
望
ん
だ
が
、
そ
の

変
貌
ぶ
り
は
驚
異
的
で
あ
っ
た
。
そ
れ
も
そ
の
は

春の松花江の氷塊と佳木斯市街遠望
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ず
、
鉄
道
開
通
以
前
は
ハ
ル
ビ
ン
か
ら
松
花
江
を
船
で
下
り
、
さ
ら
に
佳
木
斯
か
ら
一
日
、
二
日
を
馬
車

に
ゆ
ら
れ
て
、
奥
地
の
小
さ
な
町
へ
と
進
出
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

佳
木
斯
を
中
心
と
し
た
広
大
な
地
域
は
日
本
の
満
州
開
拓
濫ら

ん

觴し
ょ
う

の
地
で
あ
る
。「
三
江
平
原
」
と
呼
ば

れ
て
い
た
こ
の
地
域
に
は
武
装
移
民
で
あ
っ
た
第
一
次
弥い

や

栄さ
か

村
、
第
二
次
千ち

振ぶ
り

村
を
は
じ
め
と
し
て
多
く

の
開
拓
団
、
開
拓
民
が
送
り
込
ま
れ
て
い
た
。
満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
の
現
地
訓
練
所
も
あ
ち
こ
ち
に

設
置
さ
れ
て
い
た
。
三
年
間
の
現
地
訓
練
を
終
了
し
た
青
年
た
ち
は
義
勇
隊
開
拓
団
に
移
行
し
て
奥
地
の

国
境
近
辺
に
入
植
し
て
い
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
人
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
で
昭
和
二
〇
年
八
月
九
日
を
迎
え
た
わ
け
だ
が
、
そ
の
後
の
行

動
で
交
通
の
要
所
で
あ
っ
た
佳
木
斯
で
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
が
起
こ
っ
た
。
八
月
九
日
以
降
の
数
日
間
に
佳

木
斯
を
経
由
し
て
避
難
行
動
に
移
っ
た
人
た
ち
は
八
万
人
と
も
一
〇
万
人
と
も
伝
え
ら
れ
る
。

２
そ
の
と
き
佳
木
斯
在
住
日
本
人
は
…
…

（
１
）
佳
木
斯
医
科
大
学
生

「
八
月
九
日
午
前
〇
時
四
一
分
、
異
様
な
爆
音
が
耳
に
響
い
た
」

―
当
時
佳ジ

ャ
ム
ス

木
斯
医
科
大
学
（
昭
和
一
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五
年
六
月
、
満
州
で
の
医
師
不
足
を
補
う
目
的
で
開
学
）
の
四
年
生
で
あ
っ
た
医
大
第
三
期
生
の
池
田
精
孝
（
東

京
都
調
布
市
）
は
、
当
日
か
ら
始
ま
る
修
了
時
期
を
ず
ら
し
た
卒
業
試
験
に
備
え
て
机
に
向
か
っ
て
い
た
。

夜
の
し
じ
ま
を
突
き
破
る
か
の
よ
う
な
飛
行
機
の
爆
音
を
試
験
勉
強
中
に
耳
に
し
た
。
池
田
青
年
は
瞬
間

的
に
時
計
を
見
た
。
だ
か
ら
そ
れ
が
「
〇
時
四
一
分
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
ま
ざ
ま
ざ
と
記
憶
す
る
。
そ
れ

ま
で
の
日
常
生
活
で
は
耳
に
し
た
こ
と
の
な
い
「
異
様
な
爆
音
」
だ
っ
た
の
で
、
と
っ
さ
に
時
刻
を
確
か

め
る
行
動
を
と
っ
た
の
だ
っ
た
。
池
田
青
年
が
ソ
連
軍
の
満
州
侵
攻
を
知
っ
た
の
は
夜
が
明
け
た
後
で

あ
っ
た
。

当
時
、
関
東
軍
の
飛
行
機
が
佳
木
斯
市
街
地
の
上
空
を
飛
ぶ
こ
と
は
め
っ
た
に
な
か
っ
た
。
米
軍
爆
撃

機
Ｂ
29
は
一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年
夏
以
来
、
内
地
（
＝
日
本
本
土
）
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
南
満
州
の

鞍あ
ん

山ざ
ん

製
鋼
所
や
大だ

い

連れ
ん

、
奉ほ

う

天て
ん

（
現
・
瀋
陽
）、
新し

ん

京き
ょ
う

（
現
・
長
春
）
な
ど
の
都
市
部
へ
の
爆
撃
を
行
っ
て
い

た
。
爆
音
は
Ｂ
29
の
も
の
と
も
思
わ
れ
る
が
、
大
地
を
圧
す
る
か
の
よ
う
な
、
そ
し
て
腹
に
も
響
く
あ

の
Ｂ
29
の
爆
音
と
は
ど
う
も
違
う
。
米
軍
に
は
Ｂ
29
以
外
に
北
満
州
に
ま
で
や
っ
て
く
る
よ
う
な
航
続
距

離
の
長
い
飛
行
機
は
当
時
な
か
っ
た
。

ソ
連
軍
の
佳
木
斯
第
一
撃
は
、
大
方
の
記
録
・
記
憶
で
は
午
前
〇
時
三
〇
分
で
あ
る
。
そ
の
第
一
撃
と

は
、
佳
木
斯
の
師
団
司
令
部
と
佳
木
斯
忠
霊
塔
の
中
間
地
点
付
近
へ
の
爆
弾
投
下
で
あ
っ
た
。
佳
木
斯
医

科
大
学
の
学
生
寮
は
興こ

う

亜あ

寮
と
言
っ
た
が
、
こ
の
と
き
寮
内
に
い
た
医
大
二
年
生
の
塚
田
義
彦
は
、
昭

和
二
〇
年
八
月
九
日
未
明
の
こ
と
を
次
の
よ
う
に
記
す
（
塚
田
義
彦
『
朔
風
の
地
に
生
き
て
』、
二
〇
〇
三
年
三
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頁
）。

ブ
ー
ン
、
ブ
ー
ン
、
お
や
、
飛
行
機
が
飛
ん
で
い
る
の
か
な
？

そ
れ
に
し
て
も
、
日
本
軍
の
航

空
隊
は
夜
飛
ぶ
の
か
な
？

こ
れ
ま
で
夜
間
に
飛
ん
だ
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
が
、
変
だ
な
と

思
い
な
が
ら
も
、
ま
た
夢
路
を
辿
ろ
う
と
し
て
い
た
。
そ
の
と
き
突
然
ド
カ
ー
ン
、
ズ
シ
ー
ン
と
一

大
音
響
が
聞
こ
え
て
き
て
、
同
時
に
寮
の
壁
土
が
バ
ラ
バ
ラ
落
ち
て
き
た
。

飛
行
機
の
爆
撃
音
を
聞
い
た
後
の
寮
内
は
、
そ
れ
ま
で
静
寂
そ
の
も
の
だ
っ
た
の
が
こ
の
一
事
を
も
っ

て
一
変
し
た
。
寝
具
を
蹴け

っ
て
飛
び
起
き
る
者
、「
空
襲
！

空
襲
！
」
と
叫
ぶ
者
、
外
に
出
る
者
、
大

声
で
し
ゃ
べ
る
者
、
座
っ
た
ま
ま
で
い
る
者
な
ど
な
ど
、
騒
然
と
な
っ
た
。
し
ば
ら
く
の
騒
ぎ
と
な
っ
た

が
、
不
寝
番
か
ら
の
「
司
令
部
そ
の
他
に
問
い
合
わ
せ
た
る
も
不
明
」
の
連
絡
に
、
消
灯
・
就
寝
と
な
っ

た
と
い
う
。

夜
が
明
け
る
と
ソ
連
軍
の
満
州
各
都
市
へ
の
空
襲
の
報
せ
が
次
々
と
入
る
。
学
生
た
ち
は
早
朝
か
ら
交

代
で
警
戒
に
当
た
る
。
医
学
系
学
生
と
し
て
召
集
延
期
と
な
っ
て
い
た
彼
ら
に
も
入
隊
の
命
令
が
下
る
か

も
し
れ
な
い
。

上
級
生
の
一
部
は
軍
医
中
尉
で
あ
っ
た
教
授
の
引
率
の
も
と
、
先
遣
隊
と
し
て
牡ぼ

丹た
ん

江こ
う

の
陸
軍
病
院
に

向
け
て
出
発
し
た
。
そ
の
他
、
徴
兵
検
査
を
終
了
し
て
い
た
者
全
員
に
も
「
牡
丹
江
第
五
部
隊
に
入
隊
」
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の
命
令
が
出
る
。
牡
丹
江
は
満
州
の
東
部
、
ソ
満
国
境
の
近
く
で
あ
る
。
入
隊
即
国
境
の
最
前
線
行
き
は

間
違
い
な
く
、
戦
死
覚
悟
の
出
発
だ
っ
た
。
約
九
時
間
の
夜
行
列
車
で
翌
一
〇
日
早
朝
、
牡
丹
江
駅
に
到

着
。
し
か
し
、
陸
軍
病
院
は
も
ぬ
け
の
殻
、「
す
ぐ
関
東
軍
司
令
部
へ
」
の
指
示
を
受
け
、
新
京
に
向
か

う
。池

田
精
孝
ら
は
召
集
さ
れ
た
も
の
の
病
院
長
が
、「
こ
の
戦
争
は
負
け
だ
。
君
た
ち
は
若
い
、
死
ぬ
こ

と
は
な
い
。
早
く
安
全
な
場
所
に
転
進
し
な
さ
い
」
と
指
示
。
病
院
長
自
身
は
戦
場
に
向
か
い
戦
死
し
た

が
、
池
田
精
孝
は
「
病
院
長
の
計
ら
い
で
何
と
か
生
き
延
び
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
述
懐
す
る
。
し
か
し

池
田
精
孝
の
家
族
は
終
戦
を
迎
え
て
も
日
本
に
帰
れ
ず
、
満
州
で
無
念
の
死
を
遂
げ
た
。
祖
父
と
弟
妹
を

伴
っ
た
両
親
は
一
九
三
九
（
昭
和
一
四
）
年
二
月
、
長
野
県
下し

も

伊い

那な

郡
出
身
者
で
編
成
さ
れ
た
第
八
次
大だ

い

古こ

洞ど
う

開
拓
団
員
と
し
て
旧
三さ

ん

江こ
う

省
通つ

う

河が

県
に
入
植
し
て
い
た
。
大
古
洞
開
拓
団
の
記
録
で
は
死
亡
・
未
帰

還
者
数
が
在
団
者
数
の
半
数
以
上
に
上
っ
て
い
る
。

病
院
長
の
指
示
を
受
け
た
医
学
生
た
ち
は
避
難
民
で
鈴
な
り
の
列
車
で
新
京
に
送
ら
れ
た
。
列
車
が
駅

を
離
れ
る
と
、
乗
り
遅
れ
た
人
た
ち
が
延
々
と
長
蛇
の
列
を
な
し
て
歩
い
て
い
る
の
を
目
に
し
た
。
そ
れ

は
そ
の
人
た
ち
に
と
っ
て
果
て
し
な
き
広
野
の
「
死
の
行
軍
」
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。
一
方
、
列
車
は
八

月
一
六
日
、
新
京
着
。
同
一
八
日
、
大
学
関
係
者
は
新
京
の
軍
人
会
館
別
館
に
集
結
、
同
二
四
日
に
佳
木

斯
医
科
大
学
は
大
学
解
散
式
を
挙
行
し
て
い
る
。

新
京
に
出
た
佳
木
斯
医
科
大
学
生
は
、
難
民
で
死
の
町
と
化
し
た
か
つ
て
の
首
都
で
医
師
と
し
て
避
難



途
中
省
略

続
き
は
製
品
版
に
て
お
読
み
く
だ
さ
い
。
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